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Banjumrung滞在 16日目。帰国まであと 4日。 

 

8時頃に起床。Banjumrungでの最後のご飯を食べました。 いつも口にしていたご飯ががもう食べられないかと思うと、こう、感慨深いものがありますねﾟ(ﾟ´Д｀ﾟ)ﾟ 
 大荷物をどうにか整えた後は（立命館のまこちゃんにもらった、お古のまきまきタオル･･･荷物になるのでここでお別れ。重宝しましたありがとう！）、お土産を買うべくコミュニティセンターへ行きました。 今日は何とバス 10台もの団体が来ていて、センター内は人・人・人だらけ･･･ サークルやバイト先などに配るために、ジャックフルーツチップスやドリアンタッフィー（飴？）を買いましたが、seller ショップのおばちゃんたちが大サービスしてくれて、「フリー」なものをわんさか入れてくれました。100バーツしか払ってないのにチップスやタッフィーやクッキーが山のよう（笑） 自分用に Tシャツを買った時も「special price」で 130バーツ（実際はもっと高いはず）にまけてくれました。また、ソムタムショップではバナナチップスも買いました。 皆さんありがとうございます！おかげさまでカバンに詰めるのが一苦労でした(^O^) 

 

11時半に出発するため、仕事に飛び回っているプンさんを引っ捕まえて、宿泊代や時間の確認を行いましたが 「1人 4000バーツ」と言われたときは「(°д°)！？」となりました。 （結局はパットゥーンさんの話から 3000バーツだったことが発覚し、プンさん苦笑い。私たち安堵。さすがにお金が足りません･･･） 
 そんなこんなで、私たちもプンさんもバタバタ、センター内も大所帯へのサービスで大忙し･･･ 最後に会って話したかった人たちに会えず（パァーマリさんとアートィさん･･･特に･･･）、ちょっと心残りのあるお別れとなってしまいました。 みんなから「いつ帰ってくるの？」と尋ねられましたが、それに「分からない」と答えるのが惜しいくらい、本当に、本当に楽しかったです！今度は自分でお金貯めて、旅行がてら遊びに来たいです。もちろん友人をわんさか連れて！ 

 プンさんにバス乗り場まで送っていただき、荷物の関係で 4 席分のお金を払わなければならないというハプニングを乗り越えて、ついにラヨォーンとお別れ！ こちらも中途半端な挨拶しかできませんでしたが、プンさん始め、そのご家族には大変お世話になりました。感謝してもしきれません。 荷物に挟まれてギュウギュウになりながら、ふと Banjumrungでの思い出がよみがえってきて、ひとり涙ぐむ私･･･ 
 

3時間ほどバスに揺られ、さらに Victory monument駅からタクシーを拾って、目指すはタマサート大学です。 最初、タクシーに断られてしまい（荷物が多いから？）、ヘコみつつも別の場所でタクシーを探し、長髪のあんちゃんが運転するタクシーを拾いました。 このあんちゃん、Chaweewan 先生がメモに書いてくれていた「タマサート大学行き」のタイ語を読んでいたにも関わらず、道を間違えてメーター30バーツ分を使ったり、ガソリンがなさすぎて途中でガソリンスタンドに入ったり（笑） 何だかいい人だったので、まあ構わないですが･･･ 
 無事にタマサートに着いた後は、IEASに移動してチェックインし、やっと大荷物を下ろすことができました。 前回泊まった時のタイプの部屋がよかったのですが、今回は 2階の部屋になりました。そして悲しいことに、お風呂に給湯器が無



い･･･「もう慣れたからいいですけどね」と、浅山ちゃんと開き直ってしまいました。 その後は、Banjumrungの思い出話（主に笑い話）を語りながら、3人でセブンに行ったり食事をしたりして過ごしました。 

 明日はプレゼン準備にひたすら追われる日･･･頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 


